第３回 ＩＴＣ中部理事会　議事録

2002.8.21(水)

作成：石井成美

　署名人：三宅順之、水口和美
日　時：2002年8月21日（水）　18:15～21:15
場　所：：㈱メイテツコム　名古屋駅前メルサビル１０階　第４会議室

出席者：１８名出席　（※順不同）

川崎昇嗣，矢口隆明，関口幸一，三宅順之，井上新，水口和美，江坂昭，森本雄一，杉山浩一，

池山昭夫，熊澤彰人，町田孝道，和澤功，小玉貴之，日比喜博，磯部秀敏，石井成美

　　　　　オブザーバー　沢木誠（ITC、メイテツコム）

敬称略
報告事項

　水口事務局長から、入会＆会費振込み状況の報告

　　入会申込者：８７名，会費振込み者；６２名（８月１９日現在）

川崎会長あいさつ

　

1． 第二回総会（臨時総会）開催について（三宅専務理事）

　９月例会時の冒頭にて第二回総会（臨時総会）を開催し、以下の議案を審議事項として会長が上程し、議決を取ることで、承認された

　　第１号議案：役員人事
　　第２号議案：委員会事業計画

　　第３号議案：予算案

　所要時間は30分の予定。主管は専務理事が行う。

2． 委員会事業計画について

　（１）ポイント事業・会員交流委員会

　資料「ポイント事業・会員交流委員会　活動報告」をもとに町田委員長，日比副委員長より説明

　以下の内容で、理事会にて承認され、会員メンバーに告知することとなった

　　

　　第一回の例会を９月２１日（土）にて開催する

場所は、タワーズプラザルーム

　　　開催時間は、ｐｍ１：００～５：００

（知識ポイントを０．５ポイント程度取得予定）

　　　講師候補：三井情報開発　コンサル室長？　かつまた様（Ｇ０　ＩＴＣＩ）５０歳

　　　　　　　　テーマはITCプロセスに関する内容にて、打診中

　　　参加料：正会員５０００円，非会員７０００円

　　　　開催費用不足の時は、協会運営費にて補填、当然余れば運営費に組み込む

　　　　損益分岐点は、４０名程度と想定

　　　人数制限：会場の都合から先着60名とする。少数の増加については、対応する予定。

　　　例会終了後、委員会主催での懇親会を開催

　　今期の委員会では、４ポイントの提供を目標とする

例会：１．５ポイント，勉強会：２．５ポイント

　　今後、三名程度の委員を増強したい

（２）広報委員会

　資料「広報委員会　活動計画」をもとに和澤委員長，熊澤副委員長より説明

活動計画については、以下の内容を踏まえ、リーフレット作成と活動スケジュールを立案することを

前提に、理事会に承認された

　前回報告の活動計画に対する理事会での指摘をもとに、再度検討し直した

活動目的：ＩＴＣおよびＩＴＣ中部の認知と理解を深めることとする

個別企業向け広報：業界団体経由で広報活動を行うと効果的

関係官庁・団体向け広報：共通名刺を持ち、宣伝用パンフレットを用意する必要あり

　現時点での活動実績（訪問実績）報告をもとに、委員会からＩＴＣ中部を紹介する資料の作成支援

　および　その地域に住んでいるＩＴＣの訪問支援の依頼あり

　紹介資料の作成支援に関しては、既存紹介資料の提示を行い、“ＩＴＣとは”を紹介する基本資料は

事務局で作成するが、基本的には委員会中心で資料作成を行う

居住地域別の訪問支援に関しては、以下の協力を行う

半田市：磯部理事，安城市・知立市：江坂理事，刈谷市・大府市：川崎会長

　

（３）ビジネスモデル研究委員会

　資料「ビジネスモデル研究委員会　活動計画」をもとに池山委員長，磯部副委員長より説明

活動方針について、さらに詳細な活動計画を作成することを課題として理事会承認された

　前回報告の活動計画に対する理事会での指摘をもとに、再度検討し直した

　　目的：ＩＴＣビジネスモデルを提案する　および　ＩＴＣ報酬ガイドラインを作成する

　　活動方針：ＩＴＣ中部のメンバーへモデル案を提案し仮説／検証型で実現性の高いビジネスモデル

　　　　　　　を作り出す　および　サービス内容に応じた報酬ガイドラインを作る

　　ビジネスモデル研究のシナリオ，研究項目案，先行モデル選定，活動スケジュールが示された

　　

　当研究会活動が、勉強会として認定されるかどうかをポイント事業・会員交流委員会にて確認する

3． 個別プロジェクトについて

　前回理事会でも承認を得たが、具体的な案件（半田商工会議所セミナー，愛知信金共催セミナーなど）も出てきているので明確にし、以下の前提条件／判断基準に基づき実行することで再確認された。

前提条件

委員会事業以外の活動として、個別にあるいは突発的に発生した事項について理事会審議そして

総会決議を行っていては機を逸するため、役員会一任（管理）にて、実行することを前提として判断していく

　判断基準

　　実行することを優先，汗を流した人に利益還元はあるべき，メンバーを公募するなど、ＩＴＣ中部の

　　利益に結びつくものであること

4． ITC_squareとの対応について

　全国規模のＭＬとして活用する，団体として意見集約に加わるか否かは、内容によって都度判断する

ことで承認された

　　

６．ＮＰＯ設立早期実現に向けて

　ＩＴＣ中部としては、設立趣旨書、定期、役員、組織、総会理事会運営方法など法人化に耐え得る手段・

　手法を取り入れてきたので、役員会にて設立趣意書を作成し、理事会で検討していくことで承認された

7． 予算案の提出について

　（事務局）理事会会場費について一般会計より払出し可能とすべく、総会にて予算案を提出したい。

　　　　　　⇒承認

その他、委員会活動費など必要な費用を各委員会で検討して頂き、予算案提出できるように準備をして頂きたい。

８．賛助会員の入会承認

株式会社　名古屋ソフトウェアセンター，社団法人　中部経営情報協会　より賛助会員としての入会

申し入れがあり、入会が承認された

事務局として、賛助会員入会申込書や年会費などの事務手続きを行います。

９．次回までのアクティビティ確認（各委員会）

（１）ポイント事業・会員交流委員会・・・メンバーへの告知

（２）広報委員会・・・リーフレット作成、活動スケジュール作成

（３）ビジネスモデル研究委員会・・・さらに具体的な（詳細な）活動計画を作成

以　上

